


















































































































































































 E=ノ11一β'109Φ  (7〉
 ここで,、聖,β'は定数である。
 (7)式は孔隙率がイオンの溶出に関与することを重ねて示すものである。また実験結果として
 求められた活性化エネルギーの値は,固体試料における値と極めて類似しており,孔隙に含ま
 れる電解質溶液の比抵抗にみられる挙動が岩石の比抵抗値に大きく反映しているものと考えら
 れる。このことは,塩化ナトリウム溶液を含む岩石試料の比抵抗測定値から得られた結果から
 も示されている。
 以上のことから広い孔隙が電解質溶液で満たされるか,或いはクラックが溶液で満たされて
 ・いるなど,かかる場合の岩石の比抵抗測定は含まれている溶液の比抵抗測定にほかならないと
 の知見が得られた。(6)式で示される浸出溶液の比抵抗値は蒸留水におけるとき100～300Ω・mで
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 あり,これは通常の地下の比抵抗値を示し,また酸性水によるときは1～3Ω・mで,地熱貯
 溜層での低比抵抗値を示すことでも実証される。活断層における断層破砕帯にみられる低比抵
 抗値(千屋断層の例では10Ω・m)は電解質溶液の存在を示唆しており,粘土鉱物の存在の可能
 性を示唆するものである(山崎断層の例)。
 以上によって,含水岩石の電気比抵抗に密接に関与する要素として(D水の存在(2)孔隙率或い
 はクラックの影響(3)孔隙中の溶出イオンによる電解質溶液の存在(4)電解質イオンが電流として
 関与するための流路の形成が考えられる。従って断層破砕帯にみられる低比抵抗構造は電界質
 溶液の存在と岩石の破砕に伴う流路の形成によるものと考えられ,地熱地域での低比抵抗層は
 岩石が化学的に風化し溶脱するなど孔隙或いはクラックを増し,また熱水で満たされ電解質溶
 液の比抵抗値そのものが反映しているものと考えられる。また,力学的な応力の変化によって,
 イオンの流路に変化を生ずるときそれはダイラタンシーに伴う比抵抗変化となり,地震発生の
 前駆的現象として捉えられるものと考えられる。
 一314・
 論文審査の結果の要旨
 電気伝導度異常と地震発生,活断層とその周辺での特徴的比抵抗構造,地熱地域での低比抵
 抗層の問題などにみられるように,近年電磁気学的アプローチとして,比抵抗変化が取り上げ
 られているが,かかる現象においては全て水の存在が密接に関与していることが報告されてい
 る。従って,これらの研究においては現象のより詳細な解明のために含水岩石の比抵抗測定が
 欠かせない基礎的研究であるが,この分野での研究は少ない。本論文は地下比抵抗構造研究の
 基礎を確立すべく行なわれたものであり,特に低比抵抗層成因の解明を第一義の目的としてい
 る。
 本論文第2,第3章において,直流二極法と直流四極法の比較から,岩石の比抵抗値の分極
 電荷による影響並びに加電圧後の時間依存性に触れながら,岩石の比抵抗測定においては直流
 四極法によるべきであることを見出し,比抵抗測定手法を確立した。
 第4章においては,秋田県北鹿地域の試錐岩芯による岩石試料を例として,その比抵抗値と
 岩相及び深度との関係を明らかにした。第5章においては比抵抗値と飽和含水率及び孔隙率の
 関係から得られた有意な相関関係から,岩石の比抵抗値が飽和含水率或いは孔隙率によって大
 きく支配されることを指摘した。また比抵抗値と深度,地層との有意な相関は比抵抗値と孔隙
 率との関連で殆ど置き換えられることを明らかにした。
 第6章では秋田県北鹿地域の地熱変質地域としての特性に着目し,かかる地域からの岩石試
 料が熱水などによる変質作用を受けていることから,岩石試料からの孔隙内のイオンの溶出と
 比抵抗値との関係を調べた。変質した岩石試料からのイオンの溶出実験の結果を検討し,粉末
 状試料による浸出溶液の比抵抗値と固体試料の比抵抗値,孔隙率との関係並びに浸出溶液の
 pHとの関係から,孔隙率が変質の過程と密接に関係し,単なる孔隙の空間の大小を示すもので
 はないことを見出した。さらに,電解質溶液を含む岩石試料の比抵抗値は電解質溶液の比抵抗
 そのものの挙動にみられる性質を反映すること,従って例えば酸性水による溶出イオンを含む
 電解質溶液で孔隙が満たされ,かつクラックなどのように十分な流路が形成されるとき,岩石
 の比抵抗測定は電界質溶液そのものの比抵抗測定に他ならないとの結論を得た。このような孔
 隙内のイオンが電流として関与するためには,各々の孔隙を結ぶ流路の形成を伴う筈であり,
 例えばそれが応力の変化によるとき地震発生の前駆的現象としての比抵抗変化であり,岩石の
 破砕を伴うときそれは活断層における断層破砕帯での低比抵抗層の存在であり得ることを示唆
 した。
 以上のように本論文は含水岩石の電気比抵抗測定手法を確立し,かつ比抵抗構造の物理的解
 釈に重要な新しい知見を与えるとともに,自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と
 学識を有することを示している。よって奥山良俊提出の論文は理学博士の学位論文として合格
 と認める。
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